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１ 個人評価の実施状況 

 

（１）対象教員数、実施率等 

令和 2年度個人評価では、対象となる教員 24人全員が活動実績の報告を行った。 

 

令和 2年度個人評価実施率 

コース 
対象教員数 

（人） 

未提出者数 

（人） 

実施率 

（%） 

芸術表現コース 12 0 100 

地域デザインコース 12 0 100 

合 計 24 0 100 

 

 

（２）実施概要 

① 評価組織の構成 

学部長       吉住 磨子 

教育研究評議員   荒木 博申 

副学部長      山﨑 功 

副学部長      有馬 隆文 

芸術表現コース   赤津 隆 

地域デザインコース 中村 隆敏 

事務長       馬場 勝利 

 

② 実施内容、方法 

佐賀大学芸術地域デザイン学部における教員の個人評価に関する実施基準（平成 28

年 7月 20日制定）に基づき、令和 2年度の活動実績について、４領域（教育、研究、

国際交流・社会貢献、組織運営）の個人評価を行った。 

 

③ 個人評価の経緯等 

・令和 3年 4月 28日（水）付で中村副評価委員長から、対象教員に対し、個人評価関

係書類（活動実績報告書（様式２）、自己点検・評価書（様式３））をメールにて送信

し、令和 3年 5月 21日（金）までに、コース担当者（芸術表現コース：赤津、地域

デザインコース：中村）に提出するよう依頼した。 

・提出された関係書類（様式２、３）について、学部評価委員会を開催し審査を開始し

た。対象教員 24人全員の個人評価を行った結果、各教員による自己点検・評価の結

果は、概ね妥当と判断した。 

・学部長から、対象教員に対し、令和 3年 7月 20日（火）付で個人評価結果を通知し

た。その際、評価結果に対して不服がある場合は、令和 3年 8月 17日（火）までに

不服申立書（様式任意）を学部長あて提出するよう付記した。 

・不服申立書を提出した教員はいなかった。 
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④ コースごとの個人評価結果と平均値は、以下のとおりである。 

 

            令和 2年度個人評価結果      単位：人 

 芸術表現 

コース 

地域デザイン 

コース 
計 

5.0～4.5以上 12 8 20 

4.5未満～4.0以上 0 2 2 

4.0未満～3.5以上 0 2 2 

3.5未満 0 0 0 

計 12 12 24 

 

           令和 2年度個人評価平均点 

 芸術表現 

コース 

地域デザイン 

コース 
学部平均 

教育領域 1.69 1.63 1.66 

研究領域 1.26 1.47 1.37 

社会貢献・国際交流領域 0.75 0.70 0.73 

組織運営領域 1.19 0.85 1.02 

計 4.89 4.64 4.76 
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２ 評価領域別の集計及び分析 

   

（１）教育の領域 

個人評価平均点をみると、教育領域の学部全体の平均点は 1.66であり、前年度から

0.03ポイントの増加であった（芸術表現コースが 1.48から 1.69、地域デザインコースが

1.80から 1.63）。コース別にみると増減の傾向は異なるが、両コースとも高得点を維持し

ている。事項別にみると、まず講義時間数は芸術表現コース 6354時間、地域デザインコ

ース 5064時間と総時間数に大きな差がみられる、この差は教員の退職が主な要因であ

る。教育改善の実績事項においては、公開授業の件数等が大きく減少しているが、コロナ

禍の影響による一時的な減少と考えられる。学生支援面においても、コロナ禍の影響によ

り、学生の海外派遣、短期プログラム等による留学生指導の件数など留学関連項目が減少

しており、コロナ収束後に状況の改善を図りたい。研究指導の面においても、コロナ禍の

影響により研究成果発表の指導は大きく減少している。一方、学部の件数は飛躍的に伸び

ている。引き続き、充実を図っていきたい。 

 

  

教養教育担当時間数 413 725 1138
学部担当時間数 4951 3511 8462
大学院担当時間数 990 828 1818

授業評価を参考に授業内容・
方法の改善

11 9 20

授業のための教材等の作成 11 7 18
教育内容等に関する研究活動 5 7 12
TA・RAの採用 2 1 3
HPを通じた全ての担当科目の
シラバス公開

11 11 22

HPを通じた全ての担当科目の
成績評価の方法・基準等の作成

10 11 21

教育関係の研修への参加 8 6 14
リメディアル教育の実施 6 1 7
公開授業の実施 1 1 2
その他の教育改善 5 3 8

オフィスアワーの実施 11 12 23

研究生の指導 3 2 5
学生研修の引率 6 2 8
就職のための特別指導 9 6 15
学生の海外派遣 0 0 0
短期プロ等による留学生指導 0 0 0
学年担任，クラブ顧問 12 9 21
留学生・社会人・障害者の持続的
な生活指導等

2 2 4

その他の学生支援 6 3 9

学部主査(件） 59 53 112

学部副査（件） 1 55 56
大学院主査（件） 3 11 14
大学院副査(件） 11 15 26

研究成果発表の指導（件） 12 1 13

教育

講義

教育改善の実績

学生支援の実績

研究指導

領域 事　　　　　項 区　　　　　分
芸術表現
コース

地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ
コース

計（A)
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（２）研究の領域 

芸術表現コースと地域デザインコースでは、教員の研究のスタイルが大きく異なり、コ

ロナ禍にもかかわらず、前者では「国内外学術活動」（32件）や「国内外での専門分野の

学術活動」（15件）での実施件数が多いのに対し、後者では「学会出席」（34件）や「学

会発表」（17件）での実施件数が多い。「国内外学術雑誌への記載」については互角（前

者：13、後者：15）である。いずれにしろ、それぞれの分野の特色を活かした研究活動が

活発に行われており、次年度以降も継続したい。外部資金に関しては、地域デザインコー

スでの研究責任者としての採択が 6件と増加しているが、採択件総数（分担者と研究協力

者を含む）が 14件と、前年度の件数（16件）から若干減少しているので、さらなる努力

が求められる。  

 

 

母国語＆単著（編） 0 2 2
母国語＆共著（編） 5 0 5
母国語以外＆単著（編） 0 0 0
母国語以外＆共著（編） 0 6 6
全国規模の芸術活動・演奏活動・
競技活動（件）

7 18 25

その他の芸術活動・演奏活動・
競技活動（件）

19 0 19

海外での芸術活動・演奏活動・
競技活動（件）

6 1 7

第一著者＆審査制（編） 2 6 8
第一著者＆無審査制（編） 2 1 3
第一著者＆紀要 2 5 7
第一著者以外＆審査制（編） 3 0 3
第一著者以外＆無審査制（編） 0 0 0
第一著者以外＆紀要 3 1 4
第一著者＆審査制（編） 0 0 0
第一著者＆無審査制（編） 0 0 0
第一著者＆紀要 0 0 0
第一著者以外＆審査制（編） 1 2 3
第一著者以外＆無審査制（編） 0 0 0
第一著者以外＆紀要 0 0 0
海外（回） 0 0 0
国内（回） 5 1 6

9 0 9
1 7 8
2 3 5
2 0 2
1 12 13
0 0 0

研究発表（件） 4 6 10
座長等(件） 0 11 11

4 34 38
採択（研究責任者）（件） 0 6 6
採択（分担者）（件） 1 7 8
採択（研究協力者）（件） 0 0 0
不採択（件） 11 10 21
海外（件） 0 2 2
国内(件） 0 4 4

0 0 0
1 6 7

国内外共同研究

特許等
その他（件）

海外学会賞等（件）
国内学会の開催（件）
海外学会の開催（件）

学会発表等

学会出席（回）

外部資金(科学研究費を含む）申請

研究

専門書等の出版

国内外学術活動

国内学術雑誌への記載

海外学術雑誌への記載

国内外学術講演

国内での専門分野の学術活動（件）
海外での専門分野の学術活動（件）
国内学会賞等（件）

領域 事　　　　　項 区　　　　　分
芸術表現
コース

地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ
コース

計
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（３）国際・社会貢献の領域 

国際貢献領域では、新型コロナウイルス流行下での国際的な人的交流が凍結され、国際

貢献運営件数が 2件（前年比 85％減）となるなど、研究者訪問や交換留学などに大きな打

撃となった。こうしたなか、新たな取り組みとしてオンラインを活用したウェビナーや学

生交流、リモート研修試行なども韓国、中国・台湾、タイ、アルメニア、イスラエルなど

との間で行われている。本学部創設以来、地道な交流の続いている DAE（Design Academy 

Einthovenデザインアカデミー・アイントホーフェン、オランダ）、ハレ芸術デザイン大学

（ブルク・ギービヒェンシュタイン 芸術デザイン大学ハレ、ドイツ）交流協定に係る事

業も、新型コロナウイルス収束後を見通した、中・長期的な展開を模索している。 

社会貢献領域では、芸術表現コースの教員は、市町村行政・教育委員会などとの組織協

力（23 件）、講習会等（23 件）への貢献が特筆される。また、地域デザインコースの教員

は、専門研究分野を反映して、国や自治体など行政組織の審議委員としての貢献が顕著で

ある（33件）。ただし今年度は対面型の講習会や公開講座の多くが中止もしくは無期延期

となり、講習会等（41件、38％減）、公開講座（3件、92％減）の大幅な減少となってい

る。一方でこれまで参画・参与の難しかった国内外の展覧会や芸術文化・学術交流事業に

おいて、オンライン形式による遠隔参加の成果も確認され、その可能性が拡がりつつあ

る。コロナ禍においても、国内外、国際地域社会を結ぶこれまでにない国際・社会貢献の

展開が期待されるものとなっている。 

 

 

  

国際貢献
運営 0 2 2
海外参加 2 0 2
国内参加 2 2 4
運営 0 0 0
海外参加 2 0 2
国内参加 0 2 2

1 0 1
1 2 3
0 0 0

11 7 18

地域貢献

10 33 43
23 19 42
23 18 41
10 10 20
2 1 3

組織を運営 3 0 3
個人参加 2 1 3

0 3 3
1 0 1
1 1 2

21 5 26

社会参加（件）

公開講座（件）
附属学校園等での共同研究(件)
附属学校園等での指導助言（件）
その他（件）

HP(外国語版を含む)

審議委員（件）
組織協力（件）
講習会等（件）
マスコミ（件）
技術移転（件）

国際
交流
・

社会
貢献

国際交流（件）

国際学会（件）

交流協定（件）
国際協力（件）
共同研究者の受け入れ（件）

芸術表現
コース

地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ
コース

計領域 事　　　　　項 区　　　　　分
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（４）組織運営の領域 

新任教員を含め、教員全員が各々多くの全学・学部委員会に携わり、円滑に運営されて

いる。ただし学部教員 24人に対し、学部委員会のポストが約 70、全学委員会が約 90あ

り、多い者は 10 以上、少なめの者でも 5つの委員会活動には当たらねばならないのが実

情で、半数以上は委員長としての立場にもある。教員数の多い学部とは自ずと負荷の度合

いが異なり、全学的に実効性のある整理・統合や簡素化も望まれる。 

自己点検評価の重み配分は低めに設定する教員が多いが、それぞれの任にあたる中、負

荷は配分を上回るか、他の領域を圧迫しかねない。また、各教員の負荷は極力公平になる

ことが理想だが、委員会によって仕事量に大きな差もあり、教務や入試、就職などは特に

負荷が大きい。なお、遠隔の有田キャンパスには、教務・入試・学生・就職など、コアな

委員会を中心に有田キャンパス所属教員を充てて対応している。 

 

 

26 46 72
1 3 4

31 24 55
教授会出席 12 10 22
研究科委員会出席 10 11 21

18 8 26
2 3 5
0 1 1

115 52 167
20 1 21

学部の代表として全国・地区の会議・研修への参加（件）
全学教育機構運営委員・部会長（件）
入試における出題委員・採点委員等（件）
その他（件）

組織
運営

学長特別補佐・評議員・全学委員等の活動・過半数代表（件）
学部長・副学部長・佐賀大学美術館副館長（件）
学部・課程の委員・検討部会等の委員（件）
教授会・委員会の出席実績（80%以上
の場合１を記入）
大学や学部が開催する行事への参加（件）

芸術表現
コース

地域ﾃﾞｻﾞｲﾝ
コース

計領域 事　　　　　項 区　　　　　分


